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本校における消費者教育の取組み 
 

愛知県立豊橋商業高等学校 
教諭 間瀬泰宏 

 
１ はじめに 

 豊橋市の中心にある本校は、「以信為本（信
しん

を以
もっ

て本
もと

と為
な

す）」の校訓に則り、地域の誰からも愛され

る存在として、１０８年の歴史を持つ伝統校である。本校はこれまでも多くの学校行事や授業展開の中

で、「消費者教育」はもちろんのこと、「金融教育」、「金融経済教育」、「キャリア教育」などに取り組ん

できた。今回、消費者教育研究校の研究指定を受けたことを契機に、今まで取り組んできた教育実践内

容を見直し、さらに充実発展させるための機会と捉え１年間研究を行った。商品やサービスを提供する

側の知識だけでなく、消費者としての知識を学ぶことで、生徒一人一人が、「自立した消費者」となるよ

うに、今までの教育内容の充実を図り、さらに深化した実践を行った。その内容の一端を紹介する。 
 
２ 実践例 
 （１）授業における取組み 
  （ア）「簿記」（１年：全科：５単位） 
     ・各種財務諸表を正確に作成することで、家庭や個人商店における収支管理を理解し、消費 

行動における日常の取引を理解した。 
  （イ）「情報処理」（１年：全科：４単位） 
     ・表計算ソフトウェアを利用し、金融計算のシミュレーションを行った。 
  （ウ）「ビジネス経済」（２年：国際ビジネス科：３単位） 
     ・ケーススタディを通じ、消費者教育に関する事象を主体的に考える能力を養った。「あいち 

暮らしっく（2014 年 NO.109）」、「あいち暮らし WEB」を利用し、グループディスカッ 
ションを行った。また、消費者庁の HP より、若者・高校生向け消費者教育の副教材とし 
て、「もしあなたが消費者トラブルにあったら―消費者センスを高めよう―」を利用し、各 
ケースの原因を探り、グループで分析を行い発表した。 
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（イ）「気がつけば私がカモかも？～高校生に多い携帯電話、スマートフォンでの消費者トラブル」 
形態：全校集会 実施時期：１２月 講師：日本消費生活アドバイザーコンサルタント協会 
より招聘 

     ・消費者教育と防犯教育を兼ねて実施した。ワンクリック請求詐欺、出会い系サイト、詐欺

サイトなどの具体例を紹介して頂きながら、本校生徒に注意喚起を行った。スマートフォ

ンは本校生徒も大部分が持っているため、身近な悪質商法にあわない防止策を学んだ。 
 
 
   
 
 
   
 
 
        わかりやすいスライド                生徒とともに本校職員が仮装し寸劇 

 
（３）特色ある取組み 
    「課題研究（豊商スクールインフォメーション講座）」（３年：経理科：２単位） 
     ・消費者の視点に立った商品開発をおこなっている。平成 24 年度より豊橋上下水道局と共同 

開発した災害備蓄飲料水「以信水」は、消費者目線から考えた防災情報をラベルに掲載し、 
さまざまな場所で地域貢献している。 
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３ まとめ 
「消費者教育」は商業科目の一部分または一単元で終わらせるものでなく、ビジネス教育全体、また、

学校教育全体の様々な場面で指導するべきものであると考える。商業高校では、商品やサービスを提供

する側の立場になって学ぶことが多い。そのような状況で、消費者の視点による教育や知識を学ぶこと

は、より実践的な学習効果が期待できる。今回、消費者教育研究校に指定され、授業展開を考えていく

中で、あらためて啓発用教材の多さに驚かされた。しかし、教育現場でその教材を利用している教員は

数少ない。高校において消費者教育の必要性が高い今こそ、より良い社会を形成する「消費者市民」と

して行動できるように、生徒の意識と共に教員の意識も向上しなければならないと痛感した。公正で持

続可能な社会の一員の育成の面で、私たち教員に課せられた課題や期待は大きい。今後も、研究を継続

していきたい。 
 

 


